
   

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              
 
  
 
 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      
 

� 社員に食事代として支給する金銭                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      
Ｑ：当社では、社員が指定の飲食店で昼食

をとった場合に、その食事代の50%相当額を会

社が支給する制度を検討しています。支給は

月極で社員が食事代を支払って、受け取った

領収証を会社に提出したものを集計し、各自

に振込みをします。上限は3,500円(税抜)です。

この場合の課税関係はどうなりますか？                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

Ａ：給与として取り扱われます。 

【解説】  

所得税では、使用者が役員又は使用人に対

し食事を支給する場合に、その役員又は使用

人から実際に徴収している対価の額がその食

事の価額の50％相当額以上であり、かつ、使用

者の負担額が月額3,500円を超えないときは、

その役員又は使用人が食事の支給により受け

る経済的利益はないものとして取り扱ってい

ます。 

この場合、使用者と飲食店との間の契約に

より使用人等の食事代を使用者が飲食店に支

払う場合は、この取扱いが適用されますが、使

用人等が飲食店に食事代を支払い、使用者が

現金で食事代を補助するという場合には、食

事という現物ではなく金銭を支給しますので、

ここでいう「使用者が役員又は使用人に対し

食事を支給する場合」に該当せず、原則として、

補助をする全額が給与として課税されること

となります。 

したがって、お尋ねの場合は、食事代負担

金を使用人等の預金口座に振り込むとのこと

ですから、給与所得として取り扱われること

になります。 
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